
中核機関群 活動・計画報告

人材育成チーム

2025年10月１０日（金）11:00～12:00

研究データエコシステム構築事業シンポジウム

ーAIとデータ基盤がつなぐ、多様な知の最前線ー

大阪大学
尾上孝雄、下條真司、甲斐尚人（報告者）



◆ 学習教材（マイクロコンテンツ教材）の開発
◆ 学習教材の展開

Learning Record 
Store

第一段階 第二段階

第四段階

研究データ管理教材の開発および展開 LA基盤のプロトタイプ構築

職種別・分野別学習教材の提供人材育成環境の水平展開

研究データ管理教材（基礎編・共通実践編）

第三段階

ログ蓄積

教材学習

学習分析

◆ 人材育成環境 ◆ 職種別にスキルを習得可能なマイクロコンテンツの提供

A大学

B大学

C大学

◆ アンケート・視聴・学習ログデータの集約
◆ ログの可視化・学習分析
◆ 学習教材の改善 

図書館
職員

技術職員
（実験）

知財系
職員

情報系
職員

RDM人材育成の取り組みの全体像

教材改修
再開発

◆ 実践編教材の提供

・・・

• 開発コンテンツをベースに、

各研究機関、コミュニティ

用にアレンジして、学認

LMS（機関限定コース）で

構成員に提供可能に。

⇒ 一連のサイクル（教材展開、

LA分析、教材再開発）を学

認LMSを活用して他大学で

も可能に。
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教材改修
再開発
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・・・
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九州大学との協働（解説内容
の補強）による効果の可能性
が考えられる

JPCOARとの協働（読上げ
テキスト改善）による効果が
考えられる➢ 難 易 度  ： 3年間を通して90％前後が肯定的。

➢ 分  量  ： 毎年「多い」と「少ない」の両方の評価が見られる。経験層差が反映されている可能性。

➢ わかりやすさ  ： 3年間を通して90％前後が肯定的。

➢ 理 解 度  : 否定的回答が大幅に減少。

否定的回答(少し当てはまるを含む)は 2023年0% → 2024年18% → 2025年 8%

➢ 方 法 理 解 ： 「非常に」割合の限定的伸び：２0%（2023） → 18%（2024） → ９%（2025）

→ 伸び代が残存。具体例の追加が望まれる。

RDM基礎編教材
アンケート分析結果（2023.10～2025.９）

提供年度ごとの評価推移

全体を通した評価（新任教員研修２０２３年度：３０名、２０２４年度５０名、２０２５年度：２３名、計１０３名）
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RDM基礎編
アンケート・視聴ログ分析（2023.10～2025.９）

➢ 2024年度：繰返視聴は全体で６５% 
➢ 2025年度：繰返視聴は全体でほぼ９%前後

→ 音声・説明の改善による影響の可能性。
一方で、それでも繰り返し視聴が残る講義・トピック
は、アンケート結果と概ね一致する傾向に。

Q．どの講義が特に役立つ（あるいは役立
ちそう）か 選択してください。

2023 2024 2025 計

1.研究データマネジメントを知る 6 10 8 24

2.研究データポリシーと関係規定等 4 7 1 12

3.研究データ管理計画 9 13 6 28

4.研究データを取得・収集および保存・共有する 7 19 8 34

5.研究データを公開する 10 13 3 26

6.大阪大学機関リポジトリOUKA 9 13 － ２2

7.研究データを利活用する 9 11 ５ 2５

8.大阪大学の学内基盤の紹介 11 12 ８ 23

視聴ログ分析（簡易的）アンケート分析



アンケート結果を受けて改修した教材で
セミナーを実施

文部科学省「世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業」研究者のための＋αシリーズVol.35 (2025年7月17日)

『Research Data Management for the Open Science Era ～いま考えるべき研究データマネジメントのかたち～』

改修（特に「3.研究データ管理計画」「5.研究データを公開する」）を実施したことで受講者から高い評価
⇒ 学認LMS上の教材も更新予定（2025年度末）
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アンケート結果を受けて改修した教材で
セミナーを実施

追加したスライド例（国内の最新動向、DMPに関するQA、メタデータ管理の実例）



➢ 職種別最適化（パーソナライズ学習）
学習前の事前テスト結果から弱点部分を特定し、受講者個別に教材トピックを提示

➢ 様々なプラットフォームを通じた展開
各研究機関の環境に合わせて導入できるように教材を提供

今後の取り組み（基礎編）

学内展開（CLE）学外展開（OUKA）で展開予定

運用機関 公開プラットフォーム 受講者数・アクセス件数
NII 学認LMS 計415名(6９機関)

JPCOAR JPCOARリポジトリ 計2,897件（2024.12.9～）

大阪大学

CLE（大阪大学e-learning）
※新任教員研修（選択科目）

計103名
内訳   23名（2025年度）

 50名（2024年度）
 30名（２０２3年度）  

機関リポジトリOUKA
計1,332件

内訳 809件（2023.10.1～）
  523件（2024.12.9～ ※改修版)

（2025年10月2日時点）

午後：研究データエコシステム事例紹介
「職種別に最適化した教材学習カリキュラム
による図書館職員向けの人材育成の実践」
（大阪大・神崎）



今後の取り組み（基礎編）

➢ 受講の動機づけの強化
• 学認LMSでオープンバッジ付与

※学認LMSで65機関・382名が受講中・受講済み（9/17時点）
• ルール・ガイドライン整備チームとの連携

人材育成（阪大） ルール・ガイドライン整備（名大）

RDM基礎編教材 RDMガイドライン

RDMガイドライン

ガイドラインと基礎編教材の紐付け
ガイドラインに紐づいた教材で学習することができる

RDMガイドライン

職種別最適化教材とガイドラインの紐付け
各職種の支援人材が、教材で学習する際に、
どの法令・ガイドライン項目が根拠となって
いるか確認できる

・・・図書館 URA 情報系

RDM基礎編教材

職種別最適化教材 ※阪大×NII×JPCOAR

RDM基礎編教材



1章

DMP作成 OA化

研究データライフサイクル

共通
実践編

ストレージ使い方

基礎編

２章

名古屋大学研究データ管理・公開・利活用ガイドラインなど

倫理審査

DMP作成
（研究PJ始動）

データ
取得・収集 データ分析 成果発表

論文・データ
公開

データ
長期保存

データ
保存・共有 データ加工

データ
利活用

事前知識

３章

４章

５章

６章

法令・規定
専門分野

ルール
DMP必須化 即時OA義務化 10年保存

ストレージ使い方

個人情報保護 個人情報保護

著作権・特許 著作権・特許

外為・不正アクセス

著作権・特許

ルール・ガイドライン整備チームとの連携
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・・・
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も可能に。

 

午後：研究データエコシステム事例紹介
「職種別に最適化した教材学習カリキュ
ラムによる図書館職員向けの人材育成
の実践」（大阪大・神崎）



データタイプ
DMP

取得
・収集

保存
・共有

加工
・分析

公開
・利活用

背景

実験データ
（画像・テキスト）

測定科学
（化学）

測定データの取
得・保存・共有 ◎ ◎ ー

理工系
医歯薬・生命系

テキストデータ

質的社会科学
（フィールドワーク）

参与観察（エスノグ
ラフィ）によるデー
タの取得・収集お
よび保存・共有

◎ 〇
・リポジトリアクセ
ス数(156件)
※学会報告資料

社会科学
（社会学・法学・心

理学・教育学）

デジタル・ヒュー
マニティーズ

（特別コレクション）

TEI技術によるテ
キストのアノテー

ション・分析
◎

・リポジトリアクセ
ス数(251件)
・CLE受講者数
(34名)

人文学
（歴史・哲学・言語・

文学・言語学）

画像データ

デジタル・ヒュー
マニティーズ

（特別コレクション）

IIIF規格による高
精細画像化および

公開・利活用
〇 ◎ ◎

・リポジトリアクセ
ス数(1,124件)
・CLE受講者(94
名)

人文学
（歴史・哲学）

WEBデータ デジタル人類学

スクレイピング技
術等による画像・

テキストの取得・収
集および加工分析

◎ ◎ ー
社会科学

（社会学・心理学・
教育学）

統計データ・
位置データ

（ビッグデータ）

量的社会科学
（統計学）

◎ ◎ ー ー ー
社会科学

（経済学・地理学）

代表的
対象分野

教材内容 展開実績

基
礎
編
・共
通
実
践
編
（DM

P

・OA

）

今年度開発

開発済み

開発済み

開発済み

開発済み

準備中

教材展開

学内 学外

公開中

公開中

公開中

今年度
公開予定

公開中

今年度
公開予定

公開中

公開中

ワーク
ショップ

来年度
実施に
向けて
計画中

来年度
開催予定

記録資料（Documentary Resources）
├── 一般資料（General Collections）
└── 特別コレクション（Special Collections）
     ├── 貴重書（Rare Books）
     ├── 古文書（Manuscripts）
     ├── 地図・絵図（Maps and Atlases）
     ├── 書簡・手紙（Correspondence）
     ├── 写本・手稿（Manuscripts / Autographs）
     ├── 美術資料・装丁本（Fine Bindings, Artist’s Books）
     └── その他特殊資料（Ephemera など）

来年度
公開予定

来年度
公開予定

実践編教材の提供（整備戦略）

応用が期待
される分野



➢ 学内展開

「小規模分析室測定データ集約配信システム」を導入済みの計８部局に教材を展開

（基礎工、工、歯、薬、超高圧電顕センター、レーザー研、理、コア工作）

➢ 学外展開

ユースケースで本学と同仕様のシステムを導入した阪奈機器共用ネットワーク（大阪公立大学、奈良工業高等
専門学校）に展開

RDM実践編教材 コアファシリティ機構と協働

展開

機関リポジトリOUKA アクセス数 301件



➢ 大阪大学人間科学研究科を中心に社会科学分野の質的な研究手法「エスノグラフィ」におけるデータ管理
教材を開発

➢ 人々に関する独特なデータに対応した取得、収集、保存、共有を開発する必要がある。2024年度に開発
着手、2025年度の学内公開を目指す。

RDM実践編教材 人間科学研究科と協働

既存のオープンラボでワークショップを計画予定※エスノグラフィラボの取組みはこちらから
https://ethnography.hus.osaka-u.ac.jp/

https://ethnography.hus.osaka-u.ac.jp/
https://ethnography.hus.osaka-u.ac.jp/
https://ethnography.hus.osaka-u.ac.jp/


➢ IIIF編
画像および動画の相互運用を推進す
る国際的な枠組みであるIIIF（研究用
途に耐えうる高精細な画像）着目

RDM実践編教材 人文学研究科と協働

➢ TEI編
テキストデータの構造化と分析に有効なTEI
（テキスト構造理解・比較・定量分析を促進）に
着目

機関リポジトリOUKA アクセス数 1,124件
CLE 受講者数 94名

機関リポジトリOUKA アクセス数 251件
CLE 受講者数 34名



今後の取り組み（実践編）



• 学認LMS上の基礎編教材受講のお願い

• 実践編教材受講機関の募集

最後に



ご清聴ありがとうございました
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